

















椿 本 雅 宥
歯 寸，.>lι4 博 士
第 276 2 ?E王1 
昭和 48 年 3 月 24 日
歯学研究科歯学臨床系












験結果を集約してみると、 Heparin 等の凝固抑制剤及ぴ Plasmin 等の線溶充進剤で血管内Fibrin










globulin , Euglobulin + U rokinase，及び、anti-plasmin 値について調べた。その結果、本担癌宿主
は遠隔転移などの病勢進展とともに血中 Fibrinogen 増量を軸として Plasmin 活性の低下、 Plas 甲
min -inhibitor の上昇をきたし線溶低下していくことが判明した。又Plasminogen の増量、 Act­
ivator活性の低下が示唆された。一方凝固系については、経週的に部分トロンポプラスチン時間、プ






そこでこの上顎癌宿主に線溶抑制剤 4 -aminomethyl cyclohexane carboxylic acid(AMCHA) を





腫傷自身の組織線溶、凝闘能を重視している。一方本VX 2 carc inoma は標準 Fibrin 平板溶解性が
高く、( anti-plasmin で抑制される。)又比較的凝固性は低いと考えられることから、組織自身の線溶、
凝固性によらない可能性もある。
他方、臨床では化学療法の作用増強として線溶充進剤等が使用されているが転移については問題点
が多いと思われる。
論文の審査結果の要旨
本研究は上顎洞に移植した VX2 担癌家兎の転移形成と線溶・凝固系の関係を追求したものである。
転移形成とともに本担癌家兎の線溶能は低下し、凝固能は充進することを明らかにすると同時に、線
溶抑制剤投与により自然発生肺転移を抑制することができた。これは癌の血行性転移機構を解明する
うえでの重要な知見である。よって本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める Q
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